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The objective of this paper is to make public the translation of the Minatoke Monjo Archives and to show the 
process of formation of a modern village at the beginning of the Meiji period by an analysis of these archived 
documents. 
During the Edo period, regional village units in the Akita Domain consisted of one hongo village and multiple 
shigo villages under the rule of the hongo. The village officials of the hongo were called kimoiri. The Minatoke family 
have long kept the old documents, as the kimoiri of Arase Village (which is now Ani-arase District, Kita-akita City, 
Akita Prefecture).
Furthermore, the Minatoke family continued to play an important role in the newly established village 
government as kocho and sodai even after the Meiji restoration. For this reason, the Minatoke Monjo Archives 
consist of many documents from the post-Meiji restoration period. 
In this paper, the translation of a daily journal on the conduct of day-to-day government work by Minato Yukichi 
(1841-1910) in the Minatoke Monjo Archives is presented, and the following conclusions are drawn from the analysis 
of the journal.
First, the regional network of hongo and shigo formed in the Edo period had actually remained and still functioned 
until the beginning of the Meiji period. Representatives such as gocho and sodai were appointed in shigo villages, and 
worked together with the representative of the hongo in running the regional village government. Secondly, the 
hongo and shigo organized yoriai as a place for decision making. In the yoriai, such topics as sharing of expenses, 
building schools, and the construction of bridges and roads, were frequently discussed. The hongo and shigo also 
worked together in implementing a land tax reform.
These findings indicate that the regional network of village units formed in the Edo period did not dissolve in the 
Meiji period, but rather had become the base-units for the new municipalities in the municipal mergers that followed.
Keywords: modern village, network of village units, municipal official’s work journals, yoriai, land-tax reform
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興家文書に含まれるもので、計 5 点を数える（表 1）。
1 冊目が湊長左衛門を書き手とする以外は、その子














表題 時期 形態 書き手 備考 番号
御用控
明治2年10月21日 
～明治3年12月3日 横半帳 湊長左衛門 表題には文久元年酉十月とあり。 178
手扣要書
明治6年11月2日 
～明治7年7月17日 横半帳 湊勇吉 530
公私要用控
明治10年1月1日 
～明治10年8月31日 横半帳 湊勇吉 602
日記
明治10年9月1日 


























い。『手扣要書』は明治 6 年 11 月 2 日、『日記』は








































場した。日記には 1 か所だけ、明治 10 年 8 月 21







どを展示、即売する会で、日本では明治 10 年 8 月
21 日～ 11 月 30 日に東京（上野）で開催された「第
1 回内国勧業博覧会」が最初である。日記では、明














制度に目を転じてみよう（表 2）。明治 5 年 10 月
10 日、明治政府は大区小区制を施行したが、行政
単位となる区の設置自体は、明治 4 年 4 月 10 日の
戸籍法の布告（太政官布告第 170 号）にさかのぼる。
戸籍事務の実施のために設置された区および戸長
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明治 4 年 8 月、秋田藩は戸籍作成のため 9 大区
116 小区を設ける。秋田県設置後の明治 5 年 2 月に








































































明治7年 5月28日 勇吉、第2大区4小区副戸長に任命される。 日記明治7年5月28日
























出所）出典欄を参照。略号は、秋田県編（1964）『秋田県史 第5巻 明治編』秋田県→県史、秋田県編（1960）『秋田県史 資料 明治編上』秋田県→資料、
阿仁町史編纂委員会編（1992）『阿仁町史』阿仁町→町史、湊榮興家文書→湊（文書番号を付記）、各年の公務日記→日記（年月日を付記）。





















た。県では翌明治 6 年 2 月までに従来の大区小区








治 6 年 7 月には、5 戸 1 組の伍組単位に伍長 1 名を

















一にしている。荒瀬村は、明治 4 年 8 月に第 5 大






屈指の有力な肝煎で、明治 4 年 5 月には湊長左衛
門が親郷肝煎に任命され、明治 5 年 7 月 19 日の親
郷制度改正でも年番村に指定されている。
ここでいう長左衛門は湊家の 9 代目で、天保 8
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明治 5 年 2 月の新県移行時に早くも第 5 大区 11 小




一方、日記の書き手勇吉は、天保 12 年 1 月 15
日に長左衛門の長男として生まれ、明治 43 年 6 月
29 日に 70 歳で没した人物である。明治 6 年 11 月
2 日に伍長惣代を拝命して公職歴をスタートさせる
と、明治 7 年 5 月 28 日には小区の副戸長、明治 10
年 9 月 1 日には戸長と職位をあげていく。ちなみ
に勇吉が小区の公職に就いてまもなく長左衛門は


































































伏影村 枝郷 1 16
笑内村 枝郷 1 18




幸屋渡村 枝郷 1 47




中村 枝郷 1 22















































を 22 日暮れの慶吉（荒瀬村の長百姓の 1 名か）か
らの第一報で知る。夜遅くに枝郷荒瀬川村の地主
表5　明治2年御役屋越訴事件の経過
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先述のとおり、明治 6 年 10 月 18 日、秋田県は
伍長惣代を設置した。湊勇吉がこの「惣代」（日
記中ではたんに惣代と書かれるので、これに従う）
に任命されたのは、それからまもない明治 6 年 11









区 13 か村のひとつ吉田村を例にみておく。明治 10




































事がある。たとえば明治 7 年 3 月 17 日に扱処が出
した鑑札所持者の取調の指示は、6 か村（荒瀬村・
銀山町・水無村・吉田村・小渕村・小様村）の「村々

















記には明治 6 年 11 月 5 日に扱処が出した「月番五
長」の任命書が写されている。当時 10 名いた荒瀬
村の伍長を 2 組に分け、1 か月交替で郷中の事務に




ふたたび明治 6 年 11 月の記事をみると、伍長の
任命書の写しに続き、勇吉は、村内の組を詳細に
記録している。それによると、荒瀬村の 88 軒は 17
の組にわかれ、それぞれが 1 軒の「組頭」とそれ








も同程度で推移し、たとえば明治 10 年 11 月 23 日









と、たとえば明治 7 年 5 月 3 日の記事では、枝郷
鎮守祭典の費用割付について「本郷支郷惣代并ニ
五長一ヶ村より一人ツヽ、都合十七人」とある。
すでに述べた惣代 4 名のほかに、枝郷 12 か村から




この 3 年あまり後の明治 10 年 9 月 1 日、秋田県
の区務改正にともない、湊勇吉は「四小区戸長荒
瀬村担当」に任命される。この際、9 月 4 日付で
勇吉は「荒瀬村支郷村々伍長御中」にあてて一種
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の挨拶状を送り、戸長拝命のことを周知している。












































笑内村の伍長惣代に任命されたのは同 6 年 11 月 2
日であるが、留守中に呼び出しがあったため、名






















た。たとえば、同年 3 月 22 日に副区長大和田清風
らが村を訪れると、勇吉は翌日から 3 日間、副区





していた。明治 7 年 1 月 11 日、勇吉は笑内村長助・
幸屋渡村与五左衛門間の土地売買の紛争を処理す
るため、扱処へ関係者とともに出頭している。ま




あろう。耕地開発という点では、前年の 11 月 15
日に、大野尻村の伊勢屋喜七郎から新田の見分を
依頼されていることも指摘できる。
明治 6 年 12 月 17 日～翌 7 年 1 月 25 日には、断
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表6　公務日記にみる湊勇吉の活動
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同年 1 月 2 日には前年の「物成取立帳」を仕立て
ている。
上記のほか、明治 7 年 5 月 28 日には、おそらく
地券の書き替えを出願するため、県庁へと出張し







明治 6 年 12 月 6 日～ 17 日には、枝郷の伍長と思











勇吉が副戸長を務めていたのは、明治 7 年 5 月




同 7 年の後半から翌 8 年にかけては日記を欠くの










税については、明治 9 年 1 月 28 日～ 29 日に浦田村・
桂瀬村・小又村・吉田村の貢米蔵を見分し、同年
3 月 3 日と 4 月 5 日～ 6 日には、貢米上納のため
に銀山町・増沢村へと出張した。翌 5 月～ 6 月は、
地籍（地租）改正のための廻村調査に忙殺されて
いる。さらに、明治 10 年 1 月には課税対象である





同 2 月 9 日には、博労の長四郎と政五郎に対して「馬
口労税」の納入を命じている。
民費・区費については、同 10 年 2 月～ 3 月に銀
山町・水無村へ出張して民費を徴収し、同年 7 月
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もなう諸役人の来訪も多かった。たとえば、同年
10 月 10 日には土木掛が来訪し、萱草橋や繋沢道路
などについて検査を実施した。翌 11 年 5 月 26 日
にも、土木掛とみられる村尾忠兵衛が鳥坂橋を検






























































このほか明治 6 年 11 月 23 日の「組頭寄合」も、
名称からみて荒瀬村一村の組頭を招集したケース
である。明治 7年 4月 1日の伍長中との協議事項は、
すべて費用の割付であるが、やはり荒瀬村一村規
模の伍長の寄合であった可能性が高い（注 24）。長兵




2 月 5 日）。荒瀬村の地券状を銘々に手渡したとき
も寺が会場とされている（明治 7 年 3 月 5 日）。
一方、本郷－枝郷をこえた規模の寄合もある。





区会議」（明治 8 年 10 月 19 日）の記事がある。会
場は大館で、3 泊 4 日と少々大掛かりな旅行である
が、勇吉自身が出張したかどうかは不明である。



























10 年 11 月 12 日）や、地理係巡回に荒瀬村の伍長（の
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たとえば、明治 6 年 11 月 12 日の寄合では、同 14
日から粕内橋の普請に取り掛かることが決定され





同じく 5 月 3 日の寄合では、橋の普請用材の伐採
にかかった税金が議題となった。橋の普請経費と




































ば（注 29）、秋田県の教育計画は、管内を 4 中学区・









資本金の整備が進んでいた。明治 7 年 1 月ころの
日記に写された「明治六年二月小改帳」には、銀
120 匁あまりを「学校・病院資本金として献納」し
たとする内訳が記録されている。また明治 11 年 
『草搞（稿）』の末尾に写された「壬申年（明治 5
年）分小役免除　取調書上控　荒瀬村」の内訳にも、
銀 4 貫 266 匁あまりの「学校・病院資本金ニ献金」
がある。
秋田県全体では、明治 7 年 4 月には 60 校が開校
し、その後、明治 11 年ころまでにはほとんどの小
学校が開校したという（455 校）。荒瀬村学校が開
校にこぎつけたのは明治 10 年 11 月 11 日のこと





たとえば明治 10 年 2 月 5 日の荒瀬村の寄合で勇
吉が学校費の「告諭」を行い、同年 10 月 16 日の「本
郷枝郷熟議」の議題には「学校割、本月分支郷共
同一ニ割合候事」とある。開校後にも、明治 10 年
—  17  —
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える。明治 11 年 1 月の枝郷寄合では、分校数か所



























蔵省は明治 5 年 7 月 4 日に全ての土地への地券発





明治 6 年から翌 7 年にかけてその原簿が作成され、
地券が発行されていった（注 34）。
明治 6 年 7 月 27 日の「地租改正法」（太政官布
告第 271 号、同月 28 日同第 272 号）公布の段階で、
秋田県ではほとんどの町村において壬申地券の「台
帳調整済、地券状渡済或は渡方準備を完了していた」





阿仁地域では明治 6 年から 7 年にかけて壬申地
券の準備と発行が進められた。日記によれば、明





6 日から 16 日にかけて、三左衛門、九兵衛、弥右
衛門、吉二郎によって断続的に実施されている。
多くは枝郷の伍長であったことが確認できる人物
である。同月 22 日・28 日、翌 7 年 1 月 19 日・20
日、3 月 6 日には、地券用の上半紙を購入してい
る。これと同じ明治 7 年 1 月の「癸酉年（明治 6 年）
区内村々戸籍総計」では、戸数・人員のほか反別・
代価（地価）・高・貢米が記されている。






た同年 3 月 20 日には伏影村郷中分の地券状が、林
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力者が全体を取りまとめたのであろう。






県費を、合計 13 円 97 銭 1 厘 5 毛、内 6 円 98 銭 6
厘を戸割、6 円 98 銭 6 厘を地券割としている。戸
数割と地券割との併用によって徴収されているの
である。
さかのぼって 3 月 14 日には既に、発行された 2
筆の地券の間違いが発見されており、4 月 20 日か
らは「地券筆并ニ税金再取調」が実施された。笑
内村、荒瀬川村、萱草村、伏影村、根子村がその
対象となる。5 月 10 日には荒瀬村でも同様の問題






券が明治 7 年 3 月に発行され、同年 4 月からはこ
れを中心とした様々な経費の徴収が実行された。
明治 6 年 7 月には地租改正法が施行されていたが、
こちらの作業はこの間進行していない。地租改正




秋田県ではそれに先立つ明治 8 年 5 月 12 日に、 
「管内土地地籍編成」を計画し、7 月中に大区ごと
に地租改正の正副総代人を選出させた。第 2 大区
では 1 小区中に地租改正係副戸長 3 名を置き、各
町村は地主惣代とその推薦による 2 から 7 名を専
任者と定めた。荒瀬村の本郷－枝郷では佐藤三左
衛門と鈴木伊左衛門が地主惣代人に任命される。
10 月の稲収穫後から降雪する 9 年 1 月までに地境
の判定と反別の測量を終了し、次に村位等級と収
穫の調査が進められた（注 40）。
副戸長となっていた勇吉は、明治 9 年 5 月 10 日





















官民区分 地種 改正反別 旧反別
民有地
町 歩 町 歩
田 369.51 12 116.88 15 
畑 142.98 13 41.06 13 
宅地 50.47 29 7.56 23 
切替畑 229.13 2 
合計 * 562.97 24 
荒地 24.18 29 
新開試作地 4.49 6 3.85 16 
官有地 
第三種
田 0.10 12 67 
切替畑 165.05 29 




























有区分について対応が進んでいる。勇吉は 12 月 12
日には、「区内地租金上納」のため村を出発、県で
の所用を済ませ、翌 11 年 1 月 5 日に帰村した。
これらとは別に、11 月 23 日の地理係の巡回に伴
う「（小沢）鉱山改正地押」に、荒瀬村の伍長たち
が「同道催促」されて同行し、11 月 30 日には勇吉
ほか 2 名が測量に立ち会い、12 月 1 日には実質的
な測量があり、畑や屋敷が地籍として書き出され
た。12 月 5 日、同 7 日、同 9 日にも関連する記録
が示されている。



































明治 11 年 11 月以降、戸長としての勇吉は、吉
田村伊右衛門の栗林の見分（11 月 14 日）、根子吉
野林の見分（12 月 16 日、太兵衛を派遣）、小倉沢






治 7 年 3 月に壬申地券とその下調帳が作成され、










—  20  —























































































—  21  —
筑大農林社会経済研究　第 32 号（2016）
したとする記事がみえる。明治 11 年 5 月 17
日にも寄合の議題のひとつに「博覧会出品之







（8） 秋田県編（1964）『秋田県史 第 5 巻 明治編』
秋田県、pp.125-126。以下、本書の引用の際
は『秋田県史』と略記する。
（9） 5 月 2 日の令達触示において、肝煎・庄屋等
を廃して里正・里長をおき、町村一般行政事




























































（19） 明治 6 年 11 月 2 日「（伍長惣代辞令書）」（湊
榮興家文書 33）。
（20） 湊家文書には、このときの辞令書の原本が遺









（23） 御真影拝謁の通達にあわせた場合（明治 7 年
2 月 3 日）、当時は荒瀬村でも開催されていた
—  22  —
Mem. Inst. Agr. & For. Univ. Tsukuba (Rural Econ. & Socio.) 32
馬市にあわせた場合（明治 10 年 11 月 28 日）、
地価帳の読み合わせのための寄合にあわせた
場合（明治 11 年 1 月（日欠））などがある。
（24） このときの日記には明治 5 年の出県費用の割
付計算がメモされているが、荒瀬村以外の具
体的な割付額は書かれていない。







（26） 類例として、明治 10 年 11 月 28 日～ 12 月 1
日にかけて小沢鉱山と屋敷地 3 軒の境界の再
測量に荒瀬村の伍長が立ち合った際の費用の




















（33） なお明治 10 年 8 月 21 日にも、「一月より六月

































（ 1 ） ここに翻刻するのは、秋田県北秋田市阿仁
荒瀬地区に所在する湊榮興家所蔵文書の一部であ
る。
（ 2 ） 文書は年月日順に配列し、［史料 1］のよう
に通し番号を付した。
（ 3 ） 文書番号は、筆者らが目録化の際に与えた
ものによった。
（ 4 ） 漢字は常用漢字を使用した。
（ 5 ） 変体仮名は仮名に改めたが、助詞の「者」「江」
「而」「茂」「与」などは残した。
（ 6 ） 適宜読点（、）と中黒（・）を補った。




（ 8 ） 明らかな誤字や当て字は、（ママ）とするか、
正しい字を（　）内に注記した。ただし頻出する
ものは初出箇所に限った。
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湊・山本、当座　　　　　　　安 東 半 助
阿仁・比内　　　　　　　　　川 又 運 蔵





両北浦　　　　　　　　　　　黒 沢 祐 蔵
雄勝　　　　　　　　　　　　渡 辺 敬 吉
阿仁・比内　　　　　　　　　大和田鉄治
地廻り・一日市・男鹿　　　　山 方 源 吾
両川辺市街　　　　　　　　　国 沢 直 吉
平鹿郡　　　　　　　　　　　戸 嶋 栄 吉
両山本・能代　　　　　　　　小野崎直記
阿仁・比内　　　　　　　　　大 川 橋 蔵
雄勝郡　　　　　　　　　　　橋 本 規 造
使生心得　　　　　　　　　　山方喜右衛門
庁当郡村方　　　　　　　　　佐藤政武政武
使生　　　　　　　　　　　　石 井 監 物
庁掌　　　　　　　　　　　　石 井 新 蔵
　右者閏十月廿九日被任渡候
十一月十三日被仰渡承候
　申立遠慮　　　　　　　　　細 川 官 助
　被仰付同断　　　　　　　　中 川 堅 蔵
　御政典　　　　　　　　　　会 田 多 仲
　御役御免同断　　　　　　　菊地弥市郎
　逼塞　　　　　　　　　　　鈴木銀四郎
　鶴形宿　　　保 正 太 郎









—  28  —




































































































沼　館　村　　　大 茂 内 村
雪　沢　村　　　茂　内　村
松　木　村　　　釈 迦 内 村
松　嶺　村　　　花　岡　村
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明治六年　　　　　　　　　　湊 長 左 衛 門
　酉十二月









































　明治六年　　　　　　　　　湊 長 左 衛 門
　　酉十二月
秋田県権令　国 司 仙 吉殿
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　明治六年　　　　　　戸長　湊 長 左 衛 門
　　酉十二月
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明治七年　　　　　　　　　　伊 藤 竹 五 郎
　戌一月十一日
　　惣代
　　　湊 　 勇 　 吉殿
第三百四十四号
年中祭日祝日等ノ体（休）暇、左ノ通候条、此
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旨可相心得候事


























































































　　　　　　　　　　　　　　松 岡 重 助
　　　　　　　　　　　　　　福 島 権 蔵
　　　　　　　　　　　　　　石 田 久 蔵
　　　　　　　　　　　　　合五人
　　　　　　　　　　　　　　佐々木伊三郎
　　　　　　　　　　　　　　三 杉 吉 蔵
　　　　　　　　　　　　　　森田惣五郎
　　　　　　　　　　　　　　西根善四郎













































　　　　　　　　弥　　　六　　市 右 衛 門
　　　　　　　　酉　　　松　　太　　　吉
外ニ　　　畠町　理 左 衛 門
　　　　　根子　三　之　助　　五　兵　衛
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秋田県十一等出仕　　　　　　奥 沢 李 成
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　　　　　　　　　　　戸長　湊 長 左 衛 門
　　　　　　　　　　　副戸長
　　　　　　　　　　　　　　石 田 武 助
　　　　　　　　　　　惣代
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福　　　松　二男　　　　　　松 岡 長 治 郎
敬　之　助　三男　　　　　　斉 藤 富 蔵
六 右 衛 門　二男　　　　　　高 関 留 吉
半　　　助　二男　　　　　　伊 藤 永 助
竹　五　郎　二男　　　　　　同 　 三 蔵
又 右 衛 門　二男　　　　　　細 井 米 松
丑　五　郎　二男　　　　　　松 橋 万 兵 衛
太 右 衛 門　長男　　　　　　菊 地 弥 吉
長　三　郎　長孫男　　　　　松 岡 新 蔵
正　三　郎　長孫　　　　　　松 橋 与 助
惣　太　郎　二男　　　　　　松 橋 長 之 丈
利　兵　衛　三男　　　　　　佐 藤 茂 吉
利　兵　衛　三男　　　　　　湊 　 米 三
佐　二　郎　二男　　　　　　松 橋 寅 五 郎
平　　　八　二男　　　　　　佐 藤 鉄 三 郎
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一、金壱円　　　　　　　　　　四 郎 兵 衛
右者区内絵図面認メ入費之内立替いたし奉直候
三月二日
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　　　　　　　　　　　　　　桜 井 吉 松
　　　　　　　　　　　　　　片岡勘兵衛
　　　　　　　　　　　　　　嘉 成 龍 助
　　　　　　　　　　　　　　吉 田 和 吉
　　　　　　　　　　　　　　山田五左衛門
　　　　　　　　　　　　　　吉田鶴兵衛




伊之松組　　　　　　　　　　加 賀 佐 助
























































一、杉元木四百五拾本　　　　　与 左 衛 門
一、同三十一日、伐木立合左ニ
字大谷沢









「　湊 　 貞 　 泰　」
［史料4］
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　　　　　　　　　　　　　　大 友 太 郎 八
　　　　　　　　　　　　　　同 　 市 四 郎
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明治十年　　　　　　　　　　湊 長 五 郎
　十一月廿四日　　　　　　九十一番地
　　　　　　　　　　　　　　小 林 伝 十 郎
　　　　　　　　　　　　　九十二番地






































































明治十年十二月一日　　　　　佐 々 木 慶 治





















































十二月七日　　　　　戸長　湊 　 勇 　 吉









十年　　　　　　　　　戸長　湊 　 勇 　 吉
　十二月九日







明治十年十二月九日　　戸長　湊 　 勇 　 吉
第二大区々長
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十一年一月十五日　　　　　湊 　 勇 　 吉
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明治 11（1878）年 11 月「草搞（稿）」
（湊榮興家文書 614、横半帳 1）
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　　　　　　　　　　　　　　山 本 茂 昭
　　　　　　　　　　　　　同下掛





















































































































明治九年三月十日　秋田県権令　石 田 英 吉
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費目 区長 同副 戸長 同副 伍長惣代
並旅行 金五十銭 同 金四十銭 同 同
巡回 金三十五銭 同 金三十銭 同 同
滞在 金三十銭 同 金二十五銭 同 同


























































































一、金弐拾銭　　　　　士族　佐 藤 当 元
右者旧知事公より御酒料トシテ拝戴分、正ニ　
受取候也
　　　　　　　　　　　　　北秋田郡荒瀬村
年号　　　　　　　　　　　　戸長　誰ノ印
月日
秋山直殿
岡百八殿
